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せ

委管な
員理お 大
会委、村
へ 員京市

(問会明農
選いまの業
挙合 た 点委
管せ はは 顧
理て大大 会
委く村村
員だ 甫 市
会さ農選
) い 業挙

昭和 32年 12月 1日

①〈務 い 世 布 会 なもお格が さ 本業 毎
二 二局場帯いをおれり要、れ人委年
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を

と

し

て

く

だ

さ

し、

じ

て

保

存

ジ
フ
テ
リ
ア

"
は
月

4
日
1
"は
日

ジ
フ
テ
リ
ア
の
弔
問
機関
m
第一
一.回

を
次
の
と
お
り
宮
、施
し
ま
す
の
で

第一
一回
梼
碩
を
お
わ
っ
た
者
は
、

も
れ
な
く
捷
種
し
て
く
円
さ
い
。

な
お
館
二
期

(衆
年
四
月
小
学
校

に
入
学
す
る
者
)お
よ
び
迫
川
免

疫
で
捷
種
も
れ
わ
者
も
で
き
ま
す

ム
接
関
料
金
一
人
当
り
十
円

ム
実
施
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
三

時
ま
で
、

大
村
小
学
校
で
の
三

聞
目
は
都
合
に
よ
り
取
り
や
め

に
た
り
ま
し
た
か
ら
、
甫
役
所

か
中
央
公
民
舘
で
停
麗
し
て
く

だ
さ
い
。
(
保
険
衛
生
課
)

造
林
申
請
書

何

の
巡
回
受
付
ト

甫
農
林
練
お
よ
び
大
村
市
森
林
組

合
で
は
昭
和
三
十
二
年
度
の
造
林

申
請
曹
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

申
晴
曹
未
提
出
の
方
で
、
一
カ
所

五
畝
歩
以
上
の
植
林
を
す
る
万
は

次
の
と
お
り
係
員
が
各
地
区
へ
出

張
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な

く
造
林
申
請
の
手
続
を
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

な
お
申
請
替
の
提
出
が
な
い
場

合
は
苗
木
の
需
給
が
困
難
に
な

り
ま
す
。
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気
の
毒
な
人
を
救
い
ま
し
ょ
う

O 

j---全市内停電一一i

t 一一12月 3日 一一一』

九
州
電
力
大
村
日
一
ヂ
七
回
料

理

教

室

業
庁
で
は
定
朗
補
一

修
工
事
の
た
め
、
一A
日
時
十
二
月
十
二
日
午
後

十
二
月
三
日
午
前

一

時
よ
ニ
時

八
時
三
十
分
か
ら
一ム
場
所

附

央
公
民
館

午
後
四
時
一
二
十
分
一

〈
献
立

医
月
料
開
各
種

ま
で
市
内
全
線
停

一ム
申
込
十
一
一
月
十
一
日
ま
で
材

惜
し
ま

す

。

一

料
代
実
罰
百
同
存
添
え
て
申
央

(
九
聞
大
村
一
公
民
舘
へ
。

営

業

所

)

一

(

申

央

公

民

館

)

遺
族
国
庫
依
券

の
担
保
貸
付

戦
没
者
遺
族
で
既
に
国
間
債
券
を

新

年

名

刺

交

換

会

時

訪

日

伝

鯨

諮

問

申
込
四
月
5
日

か

ら

日

日

ま

で

一

者

で

事

業

資

金

を
必
要
と
す
る
者

一
に
対
し
、
そ
の
国
庫
債
券
を
担
保

昭
和
一一一十
三
年
の
新
年
名
刺
交
換
一
き
を
終
る
よ
う
県
か
ら
の
道
一
小
も

一
と
し
て
資
金
を
貸
付
け
ま
ず
。

会
t
f
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
あ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
急
に
手
一
希
望
者
は
十
二
月
十
日
ま
で
に
市

八
日
時
昭
和
三
十
三
年
元
E

一続
き
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
一
稿
駈
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ

午

前

十

一

時

一

し

ま

す

。

(

福

祉

事

務

所

〕

一

さ

い

。

A
場

所

大
村
市
中
央
公
民
館

一

i
l
l
i
l
i
-
-ー

一
な
お
詳
細
は
福
祉
事
務
所
へ
お
た

ム

会

費

一

人

に

つ

き

百

円

一

中
愚

生

の

健

脚

絵

巻

一

ず

ね
く
だ
さ
い。

ヘ
申
込
十
二
月
五
日
か
与
T
五

一

七

日

-
M
キ

ロ

を

競

う

一

(

福

祉

事

務

所

)

日
ま
で
、
会
費
を
添
え
て
早
め
一

f

一

に
市
役
所
庶
務
課
ヘ
申
し

込

ん

一

手

素

早

宮

マ
ラ

ソ

ン

大

一

〆

切

り

迫

る

一会
は
十
二
月
七
日
午
後
一
一
時
か
ら
一

で
く
だ
さ
い
。

(庶
務
課
)
一
行
わ
れ
る

。

一

観

光

写

真

応

募

早

〈

コ
ー
ス
は
次
の
と
お
り
で
市
内
の
一
大
村
市
内
観
光
写
真
の
募
集
(
く

申
学
の
ほ
か
東
彼
、
北
高
か
ら
も
一
わ
し
い
と
と
は
十
一
月
十
日
発
行

参
加
し
、
盛
会
が
予
想
さ
れ
る
。
一
本
紙
掲
載
)
締
切
は
十
二
月
十
日

ム
申
央
公
民
舘
前
出
発
H
大
村
部
一
で
す
。

隊
前
日
一
ニ
十
四
号
国
道
日
瞥
察
一
早
め
に
皆
さ
ん
の
傑
作
を
多
敬
応

角
日
徳
田
屋
角
H
申
央
公
民
舘
一募
し
て
く
だ
さ
い
。

前
(
五

・
八
キ

ロ

)

(

商

工

水

産

課

)

(教
育
委
員
会
)

未す宋受手引 J 

請 。錆付続揚 引 手
求 求事に者土旦 fト

の の 務つ 1 m 弘子:
万万をい遺給'…
は が 開て族 おは
年ま始は 1:h-

内 だし九給金~二
に 1:.て 月 付の肉
謂 敬い五金 rJ
求 まざま日の請.-
手 方ずか謂 :El乙
続 まがら求小

る
と
と
も
に
新
聞
な
ど
に
掲
載

し
ま
す
。

ム
義
援
金
の
処
理

拠
出
さ
れ
た
義
援
金
は
共
同
募

金
会
で
そ
の
定
め
る
万
法
に
よ

っ
て
、
全
国
の
生
活
困
窮
者
に

公
正
に
配
分
し
ま
す
。

(
共
同
募
金
会
大
村
支
会
)

つ
N
H
K
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」

中
央
共
同
募
金
会
と
H
-T
放
送
協

会
で
は
、
十
二
月
一
日

y
り
十
二

月
二
十

一
日
ま
で
、

首
じ
い
気
の

毒
な
人
た
ち
を
激
っ
て
、
み
ん
な

で
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
る
よ
う

に
と
、
第
七
回

「
N
H
K
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
」
を
全
国
的
に

く
り
ひ
ろ
げ
、
放
送
を
渦
じ
皆
さ

ん
の
協
力
方
を
呼
び
か
け
ま
す
の

で
、
ど
協
力
く
だ
さ
い
o

A
主
山
間
中
央
共
同
算
金
会
臼

本
放
送
協
会

ム
実
佐川期
間

十
一a

月
二
日
か
ら

二
十
一
日
ま
で

ふ
輯
擬
金
の
受
付

の
金
額
を
H
本
放
送
協
会
に
通

報
し
、
放
送
協
会
で
は
拠
金
者

の
氏
名
、
金
額
そ
の
他
募
金
の

状
況
を
放
送
で

一
般
に
発
表
す

ム 6 (4)③②①
同拠興会高 一 翠祉 苔長保 N受国乙
募 出計 型校 円 1E事岡崎放 日付 各(7)
金さ と 面iの 勢;周務募県送.1:1.け郵連
会 れ 発ご協金二所金共 局 K壬便 範
に左表争力時窓内会同 長手周に
顎行を酎j口)大葬崎。とよ

い緩う求、 J 村金故次る
て 金 。め全 支事送の需
全は 「 国 会 務局 援
国申ー小(局 金
集 央 円、 市 佐 所 は
書十共 募 申 福 世で全

住そ予十祝新
民の定五 い た
登 該 で日ずに
録当す中る成
に者 。央 成年
基の 公人 に
い名 民式逮
て縛 舘はし
作 をで、 fこ
成市 行 明人
し役 わ年々
て所 れ ーを
いの る 月お

て前人三 和ま
く民 ) 年 十 す
だ課で一二 の
さま 、月年で
い た宋十一 、
。は 登五月今

(出録日十回

註の ま 六の
所をで日該
でに か当
登急 生 ら者

会 録い れ同 (
)しでた十FfG

区
町
民
ト
怖
内
移
動
川あi
倉
治
十
防
陽
広
口
限
必
子
町
激

B

連
絡
委
員
(
町
総
代
)
を
経
て
、
市
民
課
(
出
張
所
)
ヘ
届
出
て
〈
だ
き
い
。

未
登
録
の
方
は
早
く

成
人
者
を
住
民
登
録
で
調
査

狼
銃
と
空
気
銃

の
検
査
は
早
く

十
一
月
十

一
日
か
ら
十
八
日
ま
で

市
内
各
地
区
で
、
猟
銃
、
空
気
銃

の
検
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
未
検

査
の
猟
銃
が
双
十
二
挺
、
空
気
銃

は
百
八
挺
に
上
っ
て
い
ま
す
。

検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
早

く
猟
銃
、
空
気
銃
柿
び
に
許
可
証

を
持
っ
て
普
察
軒
防
犯
係
で
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い。

(
大
村
警
察
署
)

自
衛
官
(
陸
・
海
・

空

)
を
募
集

防
衛
庁
で
は
本
年
府
一第
三
次
の
自

衛
官

(
一一等
陸
士
約
一
万
名
、
同

栴
十
約
三
百
名
、
同
空
士
一約
七
百

名
)
そ
募
集
し
て
い
ま
す
。

A
応
募
資
格
昭
和
三
十
三
年
一
ニ

月
一
日
現
在
前
十
八
才
以
上
二一

十
五
才
未
満
の
者

一

心
申
込
十
一
月
二
十
日
か
ら
米

一

年
一
月
十
一
日
ま
で
、
市
民
課
，

へ
願
書
者
提
出
し
て
く
だ
さ
い

(市
民
課
)

一
一
部
停
水

十
二
月
三
日
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
次
の
地
区
は
停

水
し
ま
す
。

ム
病
院
線
関
係

(後
木
場
、

須
田

の
木
、
上
小
路
、
武
部
、
田
の

卒、

桜
ケ
丘
、
寿
町
、一一
一城
町

の
一
部
)
、
松
原
全
域

(
水
道
線
)

3
日・

十
ニ
月
分
お
米
配
給

内
淵
米
九
日

期
内
地
米

六
日

外

米

十
五
日

希
望
米

(
内
地
米
)
宜
日

計

三

十
五
日

一
月
分
先
渡
し
配
給
(
内
叫
米
)

一一日

も
ち
米
特
配

有
一日

(市
民
課
)

た
ば
こ
は
市
内
で
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(二)

人
の
権
利
と
名
巻
を

曾

重

し

で

明

る

い

社

会

へ

(第158号)りよアご政市

① 

村

追
越
の
方
法

や
む
を
得
な
い
場
合
の
外
、

ー後
の
車
は
前
の
車
の
右
側
を
通

過
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

乙
の
場
合
ま
ず
後
の
車
は
普

音
器、

掛
声
、
そ
の
他
の
合
図

.
場
し
て
、

前
の
車
に
瞥
戒
さ
せ

安
全
巻
確
め
て
か
ら
追
越
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

前
の
車
は
、
債
の
車
が
通
行

、

順
位
が
先
で
あ
れ
ば
進
路
を
ゆ

ず
る
た
め
に
道
路
の
左
側
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

軌
道
草
を
追
魁
そ
v?と
す
る
場

合
は
、
や
む
を
得
な
い
場
合
の

ほ
か
は
軌
道
草
の
左
側
を
通
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

停
車
ま
た
は
駐
車

の
方
法

駐
車
は、

車
道
ま
た
は
道
路

に
巾
三

t
四
米
以
上
の
余
地
を

他
の
車
馬
の
通
行
の
た
め
に
践

大昭和32年 12月1日

し
、
停
車
は
な
る
べ
く
他
の
交

通
の
妨
害
と
な
ら
な
い
よ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
で
き
る
限
り
車
道
ま

た
ほ
道
路
の
左
側
端
に
、
進
行

の
方
向
に
向
け
て
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

法
令
で
「
駐
車
」
と
い
う
の

は
客
待
ち
、
荷
待
ち
、
故
防
な

ど
の
た
め
に
、
や
〉
畏
い
時
間

車
を
と
め
る
乙
と
で
あ
り
ま
す

停
市
と
は
車
を
停
止
す

d

る
こ

と
で
駐
車
以
外
の
も
の
を
い
い

ま
す
。
車
が
停
止
し
、
部
一転
者

が
車
を
献
れ
た
と
き
は
「
駐
車
」

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

，車
を
離
れ
る
場
合

自
動
車
ま
た
は
原
動
機
村
自

転
車
は
そ
の

「
エ
ン
ジ
ン
を
と

め
」
「
点
火
装
留
を
切
り
」

「か

ぎ
を
は
ず
し
」
「
完
全
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
」
坂
の
場
合
は

「前

車
輸
を
縁
る
ま
た
は
道
路
の
端

に
向
げ
」
牛
馬
の
場
合
は

「故

逸
を
防
ぐ
に
十
分
な
つ
な
ぎ
止

キ
め
を
施
し
」
そ
の
他
「
車
馬
が
停

止
状
態
を
保
つ
に
必
要
な
措
置

」
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

モ仰¥グ

犯
罪
で
す
グ
警
察
ヘ

イフぞ一
時

前

説

明L
q
r
A則
的
ロ
ト
1
f
d
M

二
…
刊
誌

P
M光
臨
時
間
諮
問
耕
一

一も

「無
料
」
で
本
轄
と
迎
絡
が
で

(
民
友
新
聞
社
役
)

一

U
午一
一一
水
主
町
八
八
九
の
一
一

一
五
十
二
分
隊
ハ
一
城
山
末
子
日
泊
郷

一

話

市

外

で

も

無

料

・
犯

罪

通

報

川

電

話

一

き

ま

す

。

金

一寸
千
四
一
二
悶
況
日
羽
生
二

心
-h
灼
~一一料
一

一
A
小
松
丸
一
首
町
住
宅
五
区
五
O
一

一附

敵前娘
一に
は
、
犯
罪
が
発
一

「
一

O
一

O
番

」
と
言
一犯
罪
が
発
生
し
た
場
合
は
必
ず
古
賀
島
町
二
六
一

一、
和
、説

子

一

一

一ニ
A
商

事

弘
辻
田
町
六
五
二
の

生
し
た
場
合
、
市
民
の

一っ
て
通
商
の
申
し
込
み
を
す
る
と
一
「
犯

罪

で

す

、

警

察

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一一一一川

居

間

三

間

悦
子

皆
様
か
、急

車

く

知

ら
せ
て
も
一
取
扱
っ
た
間
は
飛
も
早

争

奪

一

へ

ξ
フ
ぞ
」

と

い

う

呼

一

似

名

中

筋

名

が

正

解

て

¢
伊

ブ

v
i
--

冷

た

め
に
専
用
語

が

あ
り
ま
一
署
に
つ
い
で
く
れ
ま
す
。
一
ひ
出
し
で
と
の
昭
需
を
利
用
し
て
一

公

明

選

挙

一

公

明

選

挙
中
小
ス

φ
i

E

一と
の
犯
罪
通
報
用
語

は

市
外
扱
一
く
だ
さ
い
。

(大

村

察
署
)

一

ク

イ

，

ス

の

当

選

者

決

ま

る

一

の

入

選

者

ふ
さ
犯
罪
通
報
用
問

E
i

l
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
一

一

門
中

醸

の

郡

〕

日

目

的

問

V
月
下
旬
号
の
一
一

瀬

智

君

に

知

事

賞

一

駐

日

ヨ

ペ

μ路
軍
一
民
で
柄

ιmvJ才
以
上
で
あ
れ
一
一
等
村
田
典
子
(
大
村
中
学
校

長

よ

り

」
で
お
昼
し
一

赤

ち

ゃ

ん

コ

シ

ク

ー

ル

で
穴

名

入

選

一
た
し
ま
し
た
が
、
応
募
者
川
討
す
、

⑧

ezぁ
J
I
ヲ
一
院

rc
p
J子

h

ま
し
た
が
、
あ
ま
り
利
用
が
な
い
一

一名
の
v

っ
ち
正
解
者
五
十
五
名
の
中
一
ま
た
、
照
や
市
町
利
の
選
(煙

権一

一

-

一

一

β
℃

一子
F

悶
」
松
谷
凱
久

(
同
)
佐
伯

の
で
防
犯
ク
イ
ズ
の
主
聞
に
し
て
玉
崎
県
、

長
崎
県
小
児
保
健
研
究

コ
一次
審
査
の
盟
大
村
市
か
ら
次
一
か
塁
ゆ
っ
避
の
結
果
、
次
の
十
一
は
、
き
ら
仁
(一戸
元
月

堅

金

洋

子

両

二
年
)
佳
作

警

固

続

長

持

号

殆

言

語

品

目

史

的

白

河

原

優

良

児

と

し

て

表

一

刊

誌

一

還

し

た

の

で

お

」

じ

而

町
村
に
安

之

す

る

一

民

民

時

間
=
一
年
)

知
ら
な
い
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
な
一
れ
た
第
一
回
県
下
赤
ち
ゃ
ん

一斉
一
(
知
事
賞
)

一な
お
当
選
者
に
は
、
近
日
中
に
記
一
と
と
が
必
要
で
す
。

了

等

加
島
和
子

(西
大
村
小
学

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
三
善
に
お
い
て
、
茶
屋
喜

一

一
ノ
密

(思

32)
一
念
品
番
り
ま
す
。

一ム
蘇
林
ス

ガ

雲
町
一
七
五
ム
立
一
校
一

一
年
」
二
等

見

積

戸田
」

後
は
次
の
要
領
で
利
用
し
て
く
だ
育
(
大
村
市
及
び
震
度
)
に

一

東
部
前
住
宅
五
四
号

一
正

解
‘

一

道

政
載
仲
間
郷
里
会

酒

井
三
一
松
尾
哲
彦

(同

年

)
三
等

谷

さ
い
。

一お
け
る
受
診
者
約
三
百
名
の
う
ち

一
(
小
児
保
健
研
究
会
賞
)

一

一

郎

下
野
動
郷
六
六
三
ム
回
卒
精
子
一口
宏
子
f

同
)
僻
松
信
一
郎
(
伺

犯

罪
遇

話

の
要

領

一三
十
名
が
選
出
さ
れ
、
十
九
日
第

一

安
田
伸
之

(

盟

2
羽
生
)
一
国
の
選
⑨
権
は
、
⑨

⑨

国一

四
の
郷
丘
五
七
A
西
田

昔

話

一

三
ぜ

山
口
鈴
一寸
(
同
)

警
察
に
犯
罪
発
生
の
通
報
を
す
る

と
き
は「

犯
罪

で
す
、

へ

ど

う

ぞ

」

警

察

ま
た
は

一
制
度
を
、
非
嫡
出
子
に
つ
い
て
は
一
乙
と
に
止
む
を
得
な
い
と
い
う
べ

一

説ム口
、
そ
の
産
れ
た
子
は
出
征

一第
七
七
九
条
で

「認
知
」
制
度
を

一

き

で

し

ょ

う

。

一

中

の

夫

の
子
と
L
て
推
定
接
受

一
採
用
し
て
、
何
人
も
法
律
上
父
そ
一
×

×

×

一

旬

、
真
実
の
父
は
戸
鮪
上
(
法

一
持
つ
乙
と
が
で
き
る
よ
う
な
借
関
一
さ
て
父
性
の
推
定
に
つ
い
て
は
一
律
上
)
全
く
他
人
で
し
か
あ
り

-

v

一
を
講
じ
て
い
ま
す
。
一
民
法
は
七
七
二
条
で
婚
姻
継
続
一
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

芳

二

、
各

論

一

一

乙

れ

は

人

は

父

が

な

く

し

て

は
出

一

申
に
懐
胎
し
た
子
は
、
一
応
必
一
そ
し
て
出
征
中
の
奈
復
員
し
て

:

唱

一
主
し
な
い
と
い
う
語
学
上
の
原
一

英
字
と
推
定
し
て
い
ま
す
一
と
皇
室
句
題
否
認
の

親

手

関

係

と

は

一

と
は
医
学
長

生
理
学
上
疑
い
一
理
じ
広
ず
い
て
の
立
法
措
間
と
私

一

例
え
ば
夫
が
出
征
な
ど
の
長
期
一
昨
え
を
起
し
霊
祭
の
判
決
が

私
は
と
の
項
で
出
震
が
親
子
関
一

の
な
い
と
と
ろ
で
あ
る

。

一

は
考
え
ま
す
。

一

不
在
の
場
合
で
も
、
ま
た
夫
が
一

確
定
し
た
梼
で
な
け
れ
ば
、
真
実

係
の
童

書

つ
点
に
つ
い
て
解
一
万

一
自
己
の
腹
叩
か
ら
出
産
し
た

τか
し
な
が
柔
智
子
の
出
生

一
位
殖
能
力
の
欠
陥
な
ど
に
よ
り
三
は
そ
の
子
宮

分

の
子
と
し

説
ず
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ず
一
子
に
対
し
、

自
己
と
そ
の
出
生
児
一
屈
に
は
お
記
載
が
な
く
、
そ
の
一
季
妊
娠
さ
せ
る
能
力
が
無
い
一
て
都
知
す
る
と
と
は
で
き
な
い
と

親
子
関
係
と
は

一
体
何
か
?
と
い
一
と
の
聞
の
親
子
関
係
を
否
定
す
る
一後
父
の
認
知
も
な
く
て
、
そ
の
子
一
喝
合
で
あ
っ
て
も
、
産
れ
た
子
一と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

:

さ

と
に
つ
い
て
述
べ
℃
み
ま
す
一
女
性
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

一は
死
ぬ
ま
で
議
室
自
の
ま
ま
一
は
必
ず
そ
の
夫
と
要
の
嫡
出
子
一

x

普
通
親
子
関
係
と
簡
単
に
一
口
で
玄
さ
に
そ
の
女
性
は
精
神
異
状
者

一に
な
っ
て
い
る
戸
籍
そ
し
ば
し
ば

一

と

な

り

手

。

一

と

の

さ
つ
な
場
合
の
と
と
を
支

表
現
し
て
い
る
が
、
と
れ
を
法
部
一
で
あ
っ
て
病
院
行
き
で
あ
る
つ。

一見

受

け

ま

す

。

一

す

な

わ

ち

喜

朗

不
在
の
夫
、
ま
た
一あ
と
き
、
現
行
民
法
は
親
子
関
係

官
定
義
す
る
と

「あ
る
人
と
あ

τた
が
っ
て
母
子
関
係
に
つ
い
て
一
と
の
よ
う
な
乙
と
は
、
人

は

父

亙

殖

能

力

議

長

ま
す
力
の
令
撃

に

つ
い
て
は
概
め
て
不
親

る
人
と
の
間
に
直
系
一
親
等
の
旦
は
我
が
国
の
民
法
は
第
七
七
九
条

一

が
な
く
て
は
生
れ
な
い
と
い
う
一
持
主
で
な
い
夫
が
、
そ
の
子
の
父
一切
で
あ
り
、
装
で
あ
り
、
か
っ

然
血
族
の
関
係
に
あ
る
と
き
は
、
一に
、
葉
子
又
は
表
見
上
の
母
に
つ一

と
と
と
、
一戸
鰐
の
記
載
は
常
に

一と
し
て
推
定
を
号
、
秀
吉
一

し
し
か
げ
ん
な
訟
で
あ
る
よ
う

そ
の
双
方
の
親
族
関
係
字
親
子
関
一

い
て
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
裁
一
真
実
と
合
致
し
た
も
の
で
な
け
一

列
の
男
の
子
と
し
て
一掃
の
届
出

一な
印
雲
与
え
、
か
っ
戸
舶
の
配

係
と
い
う
」
と
い
う
ζ
と
に
な
り
一判
が
確
定
し
た
場
合
在
予
想
し
て

一

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
に

一
を
す
る
と
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
一載
の
信
沼
力
量
わ
ざ
る
を
埋

ま
す
c

一
「
認
知
制
度
」
の
規
定
会
設
け
た
一
反
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
一
あ
り
ま
す
。

一い
結
果
と
な
り
ま
す
。

と
れ
を
さ
ら
に
分
類
す
る
と
三
に
過
ぎ
ず
、
父
子
関
係
の
如
く
「
一
の
属
議
し
進
め
た
な
ら
ば
一
×

x

x

一

し
か
し
父
と
子
と
の
関
係
は
、

子
関
係
」

と

「
母
子
関
係
」

の
二
一推
定
」
の
制
度
は
採
用
し
て
い
な
一

誌

は

必
ず
真
実
の
父
に

よ

っ

京

国
の
民
法
、
万
一
と
の
父
一

績

に
よ
っ
て
竺
じ
た
も
の
か

つ
に
な
り
ま
す
。

一い
の
で
あ
り
ま
す
。

一

て
表
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

一

推

定

の

要

員

実
に
反
す
る
一

訴

訟

の

到

高

佐

ょ

っ

寺

子

旧
対
立
h

一も
っ
と
も
出
生
届
に

製

す
る
「

一

る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
一
と
い
う
と
と
で
争
つ
場
合
は
、
反
一

て
生
じ
た
も
の
か
は
、

原
水
爆

起

-

僕

{

一
出
生
証
明
書
」
が
母
子
関
係
の
確

一

で

あ

り

ま

す

。

一

証

ぞ
挙
げ
て
と
れ
を
担
え
せ
ば
足
一

が
使
用
さ
れ、

原
水
炉
の
火
が

母
干
関
係
に
つ
い
て
は
葉
子
(
一
定
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
与

レ
か
し
現
実
の
問
題
と
し
て
前
回
す
る
と
い
う
消
極
的
な
拍
車
探

一

燃
え
る
今
日
の
科
学
の

発

言

す
て
子
)
な
ど
特
別
の
場
合
乏

乙
と
は
い
主
で
も
あ
り
ま
せ
ん
石
も
述
べ
た
よ
う
に
、
母
本
人
と
一
っ
て
お
ゆ
ま
す
。

員
法
七
七
四

一

も
っ
て
し
で
も
、
と
れ
を
正
確

貯

ロ

リ

ぷ

民

間

一

父

子

関

係

一口

付

組

制

服

抗

心
一
条
い
た
が
っ
て
民
法
が

、
と
の
立

一

院

詑

詰

河

川
て
図
的
な

に
あ
っ
た
胎
児
が
母
体
か
ら
分

一
父
子
の
関
係
に
つ
い
て
は
我
一
か
国
一

が
あ
り
ま

す

。

一

場

巻
採
る
限
り
、
夫
が
過
般
の

戸
つ
づ
く
)

離
し
た
ら、

そ
の
子
は
分
娩
し
一
の
民
法
は
第
七
七
二
条
で
、
嫡
出
一い
わ
ん
や
非
嫡
出
子
に
つ
い
て
は
一

大
東
亜
戦
争
で
出
征
し
未
だ
復

(

市
民
課
長
)

た
女
性
と
親
子
関
係
に
あ
る
と

一子
に
つ
い
て
は
「
父
性
推
定
」

の
一
戸
籍
に
父
の
名
が
無
い
の
も
、
ま一

員
し
な
い
聞
に
蓑
が
懐
胎
し
た

し
で
は
な
り
ま
せ
ん
o

H
交
叉
点
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋

横
断
歩
道
、
ま
た
は
陸
橋
の
下

同
交
叉
点
ま
た
は
曲
り
角
か

ら
在
米
以
内

国
安
全
地
帯
の
左
側
お
よ
び

そ
の
両
端
か
ら
十
米
以
内

同
軌
道
車
の
停
留
場
ま
た
は

乗
令
自
動
車
の
停
留
所
か
ら
す

米
以
内

国
鉄
道
ま
た
は
軌
道
の
踏
切

り
か
ら
十
米
以
内

同
公
安
委
員
会
が
危
険
防
止

そ
の
他
交
通
の
安
全
を
図
る
た

め
指
定
し
た
場
所
。

自
動
車
の
積
載
、

乗
車
の
制
限
お
よ
び

乗
車
積
載
の
方
法

乗
車
ま
た
は
積
載
の
た
め
に

設
備
さ
れ
た
場
所
以
外
に
、
乗

車
を
さ
せ
た
り
、
荷
物
を
つ
ん

だ
り
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

貨
物
自
動
車
に
は
、
貨
物
の

稲
お
ろ
し
に
必
要
な
人
員
を
乗

車
さ
せ
る
場
合
を
除
い
て
は
、

荷
台
に
人
を
景
せ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。自

動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ

た
乗
車
定
員
や
最
大
積
載
量
を

と
え
て
、
人
を
乗
せ
た
り
、
積

荷
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

八
日
動
車
の
私
載

制
限

次
の
制
限
を
と
え
て
荷
を
積

む
場
合
に
は
出
発
地
の
欝
察
署

長
の
許
可
を
受
け
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

①
普
通
自
動
車
後
万
一
米
、

高
さ
地
上
、
三
・
五
米

②
小
型
自
動
車
四
輪
車
後
方

0
・
三
米
高
さ
地
上
ニ
・

O
米

①
自
動
三
輪
車
後
方
0
・
一ニ

米
高
さ
、
地
上
、
二

・
O
米

③
経
自
動
二
輪
車
重
さ
七
0

キ
ロ
巾
0
・
八
米、

高
さ
地
上

一
、
五
米

⑤
原
動
機
付
自
転
車
第
二
種

重
さ
七
0
キ
ロ
巾
0
・
八
米
高

さ一

・
五
米

原
動
機
付
自
転
車
第
一

一国

重
さ
六
0
キ
ロ
巾
O
。
八
米
、

高
さ

一
・
五
米

自
転
車
重
さ
六
0
キ
ロ
巾
0

・
八
米
、
高
さ

一
・
五
米

(つ
づ
く
)

、
出

生

(

一
ノ
一
一
)


